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 ゴールデンウィークは休まず開館します!!（4/30は除く） 
今年 1月から、これまで休館していた祝日（休日）を開館することになりました。かわりに祝日の翌日は
休館となります。但し祝日の翌日が、土・日曜日または祝日の場合は開館します。これにより休館日は、月曜日、

第 4木曜日、祝日の翌日（土・日曜日の場合を除く）、図書点検期間、年末年始となります。開館時間は、
平日は午前 9時～午後 7時、土・日曜日・祝日は午前 9時～午後 6時です。 
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色のついた日が休館日です。ゴールデンウィーク期間中の祝日（休日）は開館します。 

4/29（木）みどりの日、5/3（月）憲法記念日、5/4（火）休日、5/5（水）こどもの日は開館します。 

かわりに4/30（金）5/6（木）は休館となります。 

 ４月の行事  

＜おはなし会＞  
４月１０日（土）・２４日（土）午後３時～ おはなしのへや（子ども室内）にて 
幼児から小学校中学年までで、一人でおはなしを聞くことができるお子さん向けに、絵本の読み聞か

せやおはなし、紙芝居をしています（約 30 分間）。保護者の方も一緒にご参加いただけますので、お気
軽にご参加ください。 
＜ちょっと大きい子のための春休みおはなし会＞  
４月２日（金）午後３時～ おはなしのへや（子ども室内）にて 
 小学生以上のお子さんを対象に、いつもより少し長めのおはなしをします。 
＜春休み映写会＞ 入場無料！！ 
・ 「ハリー･ポッターと秘密の部屋」  ４月３日（土）午後 1時 30 分～ 多目的ホールにて 
・ 「長靴をはいたねこ」ほか３作品  ４月４日（日）午後 1時 30 分～ 多目的ホールにて 

 ４月２３日（金）～５月１２日（水）は「こどもの読書週間」です  

「こどもの読書週間」は、昭和 34年に第 1回が実施されてから今年で第 46回を迎えます。2000年・子
ども読書年を機に、ユネスコが制定した「世界本の日」である 4月 23日から 5月 12日までの 3週間に
なりました。今年の標語は「漕

こ

ぎだせ！本の海へ」です。 

  
 



  
 

 ４月の企画コーナー  

＜世界は、今＞ 
４月１日（木）～４月２９日（木） 企画コーナー 
今月は国際情勢に関する書籍を特集します。今日も世界各地で続く紛争・対立、戦渦や飢餓に苦しむ人々。

２１世紀はまだ、平和な世紀とは言えないようです。自衛隊のイラク派遣などにより、日本でも世界情勢への

関心がより強まっています。平和についていま一度考えてみましょう。 
＜小説と史実～動乱を生きた福井の人びと～＞ 
４月６日（火）～７月４日（日） 展示ケース 
戦国と幕末。動乱の世を生きた福井の人びとの中には、歴史小説や時代小説の主人公として活躍して

いる人々がいます。今回はこれらの中から朝倉義景、柴田勝家、松平忠直、松平春嶽、橋本左内、横井

小楠の六人を取り上げます。彼らが主人公の小説を紹介するとともに、伝記や研究書など、フィクショ

ンではない史実をとりあげた書籍も紹介します。松平忠直は暴君？それとも名君？ 横井小楠は改革の

思想家？それとも酒乱？？評価を下すのはあなたです！ 

 人気の本ベスト１０（予約の多い本） （平成 16年 3月 17日現在） 

順位 著者 『タイトル』 予約者 順位 著者 『タイトル』 予約者

1 養老孟司 『バカの壁』 74 名 6 綿矢りさ 『蹴りたい背中』 46 名

2 横山秀夫 『半落ち』 55 名 7 金原ひとみ 『蛇にピアス』 38 名

3 片山恭一『世界の中心で､愛をさけぶ』 52 名 8 東野圭吾 『幻夜』 34 名

4 村上龍 『１３歳のハローワーク』 48 名 9 江國香織『号泣する準備はできていた』 26 名

5 宮部みゆき 『誰か』 47 名 10 岩崎峰子 『祇園の教訓』 23 名

 図書館の“数字” 

Ｑ．「８,６８３枚」 これ何の数字？ 
Ａ．これは県立図書館がこの 1 年間に出した督促ハガキの枚数です。図書館では、本や雑誌の返却期限
日を１ヶ月以上過ぎても返却していない利用者に対して、督促のハガキを送付し、早急に返却していた

だけるよう連絡しています。うっかり期限日を忘れていて、数日だけ遅れている方へは督促ハガキは送

付していません。１ヶ月以上の延滞者だけで、１月当たり 700 枚を超える枚数の督促ハガキを出してい
るのです。またこれとは別に、予約がかかっている延滞本については、電話での督促も行っています。 
 なお、どうしても返却期限日までに返却できない場合は、返却期限内に限り電話で一度だけ２週間延

長することができます（ただし延長したい本に他の利用者からの予約がかかっている場合は延長できま

せん）。また期限に間に合うように、ゆうパックや宅配便で本を送付していただいてもかまいません（こ

の場合、料金は利用者負担となります）。 
図書館を利用される方お一人おひとりが、返却期限を守り、マナーを守るよう心がけていただくと、今以上

に図書館を気持ちよく利用していただけるようになると思います。 
※なお返却期限日を３ヶ月以上延滞していると、返却するまでは本を借りることができません。 
☆ フレンドリーバスの利用について  
県立図書館に来館される際には、ＪＲ福井駅（駅前市バス５番または東口）から出ている無料のフレンド

リーバスを御利用ください（8時 30分以降、開館時間内の毎時 00分、30分に福井駅前を発車しています）。

 


